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寸研究会報告t>

UVSOR研究会報告

分子桝研究所UVSOR施設鎌田 雅夫

分子科!中研究所 UVSOR施設では，毎年研究会

を|却m:L ， UVSORを利問した研究の成果発表，

関辿分野の先生nによる招待綿油，施設職員と

ユーザーとの親股などを行っております。今回

は， m13回同に当り.去る 12凡 13日と 14口に下記

の袋舗で行いました。第 1 1 J 自は，木村施設長の

挨拶の後， UVSOR施設から磯山と蝉聞が光線お

よひ観測系の現状報告を行ない，それにひき続い

て，虫北大の佐藤先生に rSOR利用の光学黄金

子J , KEKPFの宮駅先生に『ドl偏光分光システム

とその刊mJ ，阪大の官先生に「スピン偏陽光町

下分光」の御諸怖をしてmきました。ま九木村

地設長が来#停年i品官される ζ -1'定なので.

rUVSOR と分子科学」と題して，いままでの先生

のご研究と UVSOR との関わりなどをお話頂きま

した。また特に今凶は UVSOR施股ができて10周

年目に当ることでもあるので.今後の UVSOR の

より良き利用を目指して，ユーザーの皆様方の要

望やご主Hi!などを披露して頂きました.また.施

設刊からもユーザーの)j々への喪盟を述べさせて

聞きました。日頃気がつかない犬mな点を数多く

御指摘碩き.またこのような相互のコミ ιニケー

ションの大切さを痛感致しました。その夜は恒例

の懇親会が聞かれ.技官の方々の手作りの料理に

舌鼓みを打ちながらの謎論や団らんが夜半まで続

きました。 2 日目は各ユーザーの成果発表が行わ

れ，気掴ー闘相， -<4誌面，生体と多織な内容で.い

まさらながら放射光利問の幅広さを再認識蛍しま

した。なお‘研究会の出席者は北は北極道から南

は九Ji'ぽ;でと地境的にも嶋広<.その数は約60名

でした@

プログラム

1 2月 1 3日(金)

挨拶 分子研 木村克美

UVSOR光源の現状 分子研 融山悟朗

UVSOR観測システムの現状

分子fiJf 鎌田雅夫

SOR利用と光学識子 1M北大 佐藤 紫

円偏光分光システムとその利月l

KEK 宮原恒星

スピン偏極光1ß子分光 阪大 哲 越正

UVSOR と分子科学 分子研 木村克提

フリーディスカッション 蓄加者全日

rUVSORに盟むことーより良き~IJrnを目指して…」

12月 1 4日(土〉

CH;→C凡・ +H解離反応における過剰エネルギー

分配 分子研古麗謙治

シンクロトロン放射分光による NO，COの高励起杭

態の観測 分子研 見附孝一郎

OCS の 1-3価|場イオンの生成と解蹴

阪'ff]大 増阿世夫

SOR光の燭光特性を利用した光解離過程の異方位

の研究 尉大 永田地

磁性体のサブミリ披ESR と趨赤外分光

神戸大 太田 仁

筋蛋白質の低温盤光顕融分光

名大 谷口英恵子

単パンチパJレスを聞いたアルカリハライドの STE
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発光の時間分解祖，!J定 京大 神野賢一

高導電性ポリアセチレンのUPS

名大 神谷幸司

C値旗アルカ 1) :金属化合物の光屯子分光

東北大 高橋 陸

カーボンクラスタ ーの軟X鵠眼収スペクトルによ

る研究 東北大田路和幸

趨臨界抗体の中のクラスター状態

神戸穴 中川和道

<J研究会報告b

肱J防t 第5巷第 1 号 (1 992年〕

Na担持アルミナの Na K-edgeのXAFS と通商反

応性 学芸犬長谷川貞夫

固体表面に吸器した金属錯体の光化学反応

分子研 浮須祐二

故射光励起によるエッチング反応

盟禍技科大 大橋治彦

アンジ3 レータ光によるアルカりハライドのスパ

ッタリング 分平副 鎌田雅夫

第 9 回 PF シンポジウム報告

抑回PF シンポヅウム実行寄貝長石川 哲也峨京大学工学部)

表記シンポヅウムは，平成 4年 t foj 9 日 I 10 日

の二日間. 高エネルギー物理学研究所に於いて開

催された。当初は平成3年11月に闘備する予定で

郁備が進められてきたが，会場の都合で年初の多

忙な時期に変更せざるを得なかったことをお詫び

したも、それにも拘らず.例年を上回る 179件のポ

スター発表と260余名の参加壁掛があったことを実

行婆貝一同探〈感謝している。

この日程変更に伴い.当初PFニュースとフェイ

ズを合わせて予定されていたプログラム艶送等を

狙l立に行わざる得なくなった。このために，事前

に参加申込を頂いた方以外の方へのプログラム発

送が行えなかったことは織に残念であった。当日

のプログラムほ， J己踊の，官味を込めてPFニュース

に掲載される予定である。

ポスター件数が増大したことと.ポスターの内

容が充実したことによってI 1 時間半では掴りき

れないとの御指摘を多数の方から頂いた。また申

込締切時点で用意可能なパネル数に迫る申込件数

があり，例年行われている世話による「追加募

集j を行わなかったためにポスターを出しそびれ

た方々には探くお詫びしたい。

当日は，高良.佐々木.富家，凶斗J名誉教授諸

先生のお元気な聾を拝見することができ.また現

役割時と変わらぬ活発な議論を拝聴することがで

きた。これは.若い世代の一周の奮起を促すもの

であった。

この規模の会臨の日程を変更することはー契際

に大変な作業であり， 二度とないように閣係者に

要望するがp こ の大変な作識を例年白数惜の作業

でこなし，なんとか例年並の開催にこぎつける

ことに多大な貢献のあった実行委日諸氏 (KEK-

PF伊藤健二氏 宇佐美徳子氏醒辺信久民.屯総

研大櫛宏之氏 NEC 秋本晃一民)に感謝する

とともに.岩崎健投長をはじめとする PFの方々.

および菊田会長をはじめとする PF懇談会の方々む

御援助にこの場を借りて感謝の意を表したい。
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